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春は光から来ると言いますが，陽の光が明るさを増してくる候となりました．
今号には，総説として，熊倉勇美氏の「発話障害の評価と訓練―言語聴覚士に
何ができるか，何をすべきか―」が掲載されています．発話障害は，問題を行動
面と生理学的側面からとらえ，その発生メカニズムを検討し各問題に対応した訓練
を考案することが求められます．臨床および研究の業績を積まれた熊倉氏の総説は
臨床的示唆に富んでいますので，ご一読ください．
原著論文は，嚥下障害に関する 2 編で，嚥下障害者の舌骨･喉頭ピーク速度と嚥

下障害重症度との関連性を検討した中尾雄太氏の論文と，早期経口摂取の予後に関
与する因子を検討した鈴木智浩氏の論文です．いずれも嚥下機能の評価および訓練
を進めるうえで重要なテーマを取り上げて検討し，貴重な結果を得た興味深い研究
です．
今号は，調査報告と短報において，災害リハビリテーション，会話パートナー，

へき地の遠隔言語療法について報告がなされています．これらは，言語聴覚障害の
ある人の地域生活を支援するうえで重要な課題であり，言語聴覚臨床のスコープの
広さをあらわしています．近年，地域リハビリテーションが重要な分野のひとつと
なってきましたが，地域リハビリテーションの概念は，障害がある人もない人も，
基本的人権を享有し，自分の可能性を最大限に発展させ，地域社会で自分らしい生
活を営むことがきるよう支援することにあると言えます．言語聴覚障害のある人へ
のこのような支援を具体化し，そのエビデンスを客観的に示す研究が増えることを
期待したいと思います．

(藤田郁代)
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